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❺ 復興を支えた報
ほ う と く

徳仕
し

法
ほ う

と移民、
　 そして祈りをささげるまつり
　　　～互

ご じ ょ
助と地域のつながりによる災害からの復興～

■飢
き

饉
きん

を乗り越える移民政策 
  天

てんめい

明２～８年（1７82～88）に大凶作、
天明の飢饉が起き、中

なかむらはん

村藩内では餓
が し

死す
る人、逃げ出す人が続出し、３年で約5
万3000人の人口が約3万6000人になる
ほど減少しました。
　このため、中村藩では質素倹約に努
めるとともに、主に北陸地方から浄

じょう

土
ど

真
しん

宗
しゅう

を信仰する人たちなどの移民受入
策を行いました。移民は江戸時代末ま
での約60年で１万人を超えるほどであ
り、復興に大きな役割を果たしていき
ます。
　■農村復興を果たす報徳仕法
　これらの政策を実施していた天

てんぽう

保４
～７年（1833～36）、天保の飢饉が起き、
再び大きな被害がありました。このた
め、富

とみ

田
た

高
たか

慶
よし

らが中心となり、二宮尊
徳の教えに基づく「至

し

誠
せい

」を基本とし
「勤

きんろう

労」「分
ぶん

度
ど

」「推
すい

譲
じょう

」を実践する報
徳仕法により互助と地域のつながりを
活かしながら、地域の復興に努めまし
た。報徳仕法では、荒

あらむねしげ

至重らの測量術
を使いながら、鹿島区の七

ななせんごくようすい

千石用水な

どの用水路やため池造成といった水利
事業を行い、農村の生産力を高めまし
た。このような政策により、明治初め
には中村藩の人口は、天明の飢饉前の
約5万3000人に回復しました。
■神仏に祈りを捧げるまつり、踊り
　このような様々な災害を経験してき
た相馬地方は、豊作などを祈願するま
つりに伴う芸能が特に多く伝わってい
ます。中村藩が奨励したとされる獅

し し

子
神
か ぐ ら

楽のほか、田
た

植
うえ

踊
おどり

など各地に多様な
民俗芸能が見られます。
　特に、鹿島区に多く残る浜

はま

下
お

り行事
は、広く地域一体に神仏の恩

おんけい

恵が得ら
れることを願った行事で、里から海ま
で神

み

輿
こし

がめぐり、多くの民俗芸能が奉
納されます。このようなまつりは東日
本大震災後も継続され、多大な被害の
あった地域において、住民をつなぐ大
切な行事となっています。
　このような災害からの復興の歴史を
物語る文化遺産は、復興を成し遂げる
ために必要なことを現代の私たちに教
えています。
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報徳仕法と移民、祈りをささげるまつりを伝える文化遺産



46

　二
に の み や そ ん と く

宮尊徳・富
と み

田
た

高
た か

慶
よ し

墓
　原町区の石

いしがみ

神生涯学習センター近く
にあります。報徳仕法を主導した富田
高慶の墓は、明治23年（1890）に亡く
なったときに建てられました。二宮尊
徳の墓は昭和30年（19５５）、百年忌を
記念して栃木県日

にっこう

光市の報徳二宮神社
にある墓を模

かたど

って富田高慶の墓に隣接
して建てられました。

　真
ま の

野川から唐
からかみ

神ため池、
南
みなみ

屋
や

形
かた

の石
いしの

宮
みや

ため池などに
入る用水路である七

ななせんごく

千石用
水、報徳仕法最難関の浪

なみ

江
え

町
まち

から小高区に至る室
むろばら

原用
水路、総延長４キロメート
ルにわたる萱

かいはま

浜用水路など、
荒
あらむねしげ

至重が設計した多くの用
水路があります。

　立
た て い し

石・大
お お あ な

穴鍾
しょうにゅう

乳洞
ど う

　鹿島区上
かみとちくぼ

栃窪の真
ま の

野川の川岸に立つ
大きな石を立石と言います。江戸時代
から景勝地として知られており、かつ
ては隣接する大穴鍾乳洞で雨

あま

乞
ご

いが行
われていました。現在は紅葉の名勝地
としても知られています。

    　報
ほ う と く

徳仕
し

法
ほ う

による用水路・ため池

唐神ため池 七千石用水
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また、巨木を含む北
きた

右
みぎ

田
た

のタブノキ林
は津波被災地の旧屋敷林であり、集落
があったことを伝えてくれます。

　海
え び

老浜
はま

のマルバシャリンバイは東日
本大震災の壊滅的な津波被害を受けま
したが、現在は回復しつつあります。

萱
か い ば ま

浜のべんけい
　浄

じょう
土
ど

真
しん

宗
しゅう

移民が伝えたとされる大
根の煮物です。このような浄土真宗移
民が伝えた芸能や習俗は、多く相馬地
方に定着しています。

浄
じょう

土
ど

真
し ん

宗
しゅう

の寺院
　中村藩の奨

しょうれい

励策によって、移民してきた浄土真宗を信仰する人々の心のより
どころとなった寺院です。

　津波被害を耐え抜く植物

海老浜のマルバシャリンバイ 北右田のタブノキ（旧屋敷林）

　　光慶寺
新潟県の光仙寺の西教が阿弥
陀如来像を抱え、来村し、建
立したとされています。

　　常福寺
創建者の新潟県の光円寺の恵
敬は130戸の移民を進めるな
ど、中村藩の移民政策に貢献
しました。

　　勝縁寺
富山県の最円寺の廓然が創建
者とされます。廓然は５年を
かけて、山野4町歩を開墾し 
ました。
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す。鹿
か

島
しま

御
み こ

子神社は寅
とら

年、日
ひ

吉
よし

神社は
申
さる

年、男
おとこ

山
やまはちまん

八幡神社は戌
いぬ

年に浜下り行
事を行います。

　
　旧中

なかむらはん

村藩領の70か所で行われた豊
作を祈願する踊りです。山側から海岸
に至るにつれて芸能化が進み、洗練さ
れていく傾向があります。
　海岸に位置する村

むらかみ

上の田植踊（小高
区）はもっとも芸能化が進んだものと
して知られています。

　極寒の小正月に行われる神事です。
１日目の夜は、火伏せを念じ、鹿島の
市街地の家々に水をかけて回ります。
２日目の天燈籠は、早朝には「ご祝

しゅう

儀
ぎ

」
と声かけしながら、住民が神職に水を
かけて豊作をうらないます。

　鹿島区の浜
は ま

下
お

り行事
　御

ご

神
しんたい

体と神
み

輿
こし

を海浜に運び、潮水を
奉納し、多くの芸能が行われるまつり
です。真

ま の

野川流域の社寺が多く行って
おり、ほとんどが12年に１度行われま
すす。

　鹿
か

島
し ま

御
み こ

子神社の火
ひ

伏
ぶ せ

祭
まつり

・天
て ん と う ろ う

燈籠

    　田
た

植
う え

踊
おどり

村上の田植踊

水をかけられる神職

潮水を奉納する様子
（日吉神社の浜下り・烏崎）

烏崎浜での行列
（男山八幡神社の浜下り）

北海老の宝財踊
（鶏足神社の浜下り・南海老）
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    　ふるさとに残る民俗芸能

      北萱浜の天狗舞
天狗と神楽が争うさまが演じ
られる相馬地方では珍しい芸
能です。北陸の芸能と共通点
が多く、移民に伴いもたらさ
れたといわれます。

       馬場の神楽七芸
馬場では各地域では行われな
くなりつつある獅子神楽の余
芸が継承されています。鳥刺
し、おいとこ、鬼踊など多様
な芸能があります。

      小池の獅子踊
４名の獅子が1７種にも及ぶ舞
を踊る獅子舞です。鹿島御子
神社の祭礼には不可欠な芸能
といわれます。

       下町の子供手踊
鹿島区には各地区に子供が行
う手踊が伝えられてきました
が、現在、その多くが途絶え
ました。下町の子供手踊は精
力的な活動を継続し、各行事
で奉納されています。

       江垂の宝材踊
南北朝時代の霊山落城の故事
に由来し、山伏など異なる姿
の７人によって演じられる風
流踊です。日吉神社の浜下り
行事に欠かせない大事な芸能
です。

      川子の田植踊・鳥刺し
川子では神楽に伴う余芸とし
て田植踊とともに鳥刺しが伝
えれています。鳥刺しは奴と
侍がユーモラスに演じられる
踊りです。

      江垂の神楽

      浦尻の神楽

       烏崎の子供手踊
烏崎は男山八幡神社・日吉神
社などの浜下り行事の浜の祭
場となります。その際、麦つ
き唄などの民謡にのせて子供
手踊が演じられています。

　　　　獅子神楽

中村藩は福島県内の７割にも
及ぶ約180か所で獅子神楽が
あったとされます。相馬地方
では最も親しみのある芸能と
いえるでしょう。　

このように多くの獅子神楽が
残されているのは、天明の飢
饉などで窮乏していた中村藩
が、各郷の雷神社にて豊作を
祈願して、神楽を奉納するこ
とを奨励したためとも伝えら
れます。このためか、相馬地
方の獅子神楽は、格式高く舞
われる特徴があります。
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